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１. はじめに 

近年，東京都内中小河川流域は多発する集中豪雨や都市化の影響による浸透面積の減少で都市型水害が毎年の

ように発生している．特に本研究で対象とする神田川下流域および日本橋川は都心を流れ，その流域内には東京

駅や日本銀行など日本の金融と経済の重要な施設が位置している上，地下鉄や地下街による地下空間の利用が進

んでおり，一旦浸水被害が発生した場合の被害は甚大なものとなる．都市域では既に建物が河川沿いに立ち並び

河川改修には用地取得の問題から長期間を要するため，水害被害をより小さく抑えるためには適切な水防活動や

非難活動などのソフト対策が重要であり，これには洪水流出予測計算が必要不可欠となる．しかし，対象とする

都市中小河川流域は感潮河川であり，その流れは潮汐による流動にも支配されるため，流量の把握が困難な状況

にある 1)．そこで本研究では，神田川下流域および日本橋川において水位・流速データを連続観測し，まず，これ

を基に感潮域の潮汐の影響を含んだ時間河川流量時系列を求める．次いで，潮汐により発生する河川流量を推定

することにより，潮汐の影響を排除した時間河川流出量時系列を算定し，洪水イベント時の神田川下流域および

日本橋川における河川流出量の分流特性について検討する． 

2. 対象河川および用いたデータ 

図-1 に本研究で対象とする神田川下流域および日本橋川の対

象河川流域図を示す．神田川は東京三鷹市の井の頭池に源を発

し，東京都の都心を東に流れ，隅田川に注ぐ荒川水系の一級河

川である．流域面積 105.0 km
2 河川延長 24.6km，都内の中小河川

では最大規模の流域を持つ都市河川である．また，日本橋川は

JR 中央線水道橋駅付近で神田川より分流する派川であり，流域

面積 4.4 km
2 河川延長 4.8km，河川全体が感潮域となる一級河川

である．用いたデータは感潮域に位置する神田川美倉橋および

日本橋川西河岸橋の 2 地点(図-1)で連続観測を行っている水

位・流速データである．なお，流速の計測には河川の上層・中

層・下層に電磁流速計を設置し，各層の流速を記録している．

また，これらの観測データより潮汐の影響を含んだ河川流量を

求めるために，ADCP (Acoustic Doppler Current Profiler)を用いて

1 時間ごとの河川流量観測を 3 日間実施した．次に，表-1 に対

象とした洪水イベントを示す．これらの洪水イベントの選定に

は，潮汐の影響を受けない上流に位置する神田川曙橋(図-1)に

おいて 50 ㎥/s 以上の河川流量が観測された 12 洪水イベントを

本研究の対象イベントとして選定した．さらに潮汐の影響を排

除した河川流出量時系列を求めるために，潮汐により発生する

河川流量を推定する必要があるが，これには気象庁による東京

湾晴海で観測されている潮位データを用いた． 

3.感潮域における河川流出量の推定 

対象河川の潮汐の影響を排除した感潮域における河川流出量を求めるため，潮汐の影響を含んだ時間河川流量

を求める．これには ADCP による観測流量を，観測水位に応じて高水位時・中水位時・低水位時の 3 つのグルー

プに分類し，ADCP の観測流量と上層・中層・下層の連続観測流速データをプロットして，3 つのグループ毎に最 
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        表-1 選定洪水イベント 

 

 

 

流域図挿入 

 図-1 対象河川流域図 
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イベントNO 開始時間 終了時間 継続時間

1 2009/8/28 5:00 2009/9/1 4:00 96

2 2009/10/23 15:00 2009/10/24 22:00 32

3 2009/9/6 21:00 2009/9/8 2:00 30

4 2009/4/7 21:00 2009/4/9 2:00 28

5 2008/9/21 13:00 2008/9/22 7:00 19

6 2009/8/5 12:00 2009/8/6 2:00 15

7 2009/7/8 9:00 2009/7/8 17:00 9

8 2009/8/10 21:00 2009/8/11 6:00 10

9 2009/4/17 18:00 2009/4/19 6:00 37

10 2009/7/29 20:00 2009/7/30 3:00 8

11 2009/9/19 20:00 2009/9/20 10:00 15

12 2009/11/28 0:00 2009/11/28 15:00 16
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表－2 総流出量の分流結果 
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表－3 ピーク流出量の分流結果 
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小二乗法により流速から流量を推定する一次の回

帰式を求め，最も相関係数の高い層の回帰式を，

そのグループの流速－流量算定式とした 2)．図-2

の青線に日本橋川西河岸橋地点の 7 日間の潮汐の

影響を含む河川流量を示す．次に，ADCP の観測

流量データと潮位データの時間変化量の関係を解

析し，無降雨時の流量と潮位変化量の間に概ね線

形関係があることを確認したので，無降雨時の

ADCP の観測流量と潮位変化量の一次近似式より，

潮汐により発生する河川流量を求めた．さらに，

時間河川流量から潮汐により発生した流量を差し

引き，これを河川流出量として求め，図-2 の赤線

に示す．図-2 より潮汐の周期的な変動が排除され

ており河川流出量が概ね再現されている． 

4.洪水イベントの分流特性 

 12 の洪水イベント毎に，神田川および日本橋川

での時間河川流出量時系列を用いて，両河川の総

流出量およびピーク流出量をそれぞれ算定し，こ

れを基に分流特性の検証を行った．表-2，表-3 に

それぞれ総流出量およびピーク流量の分流結果を

示す．表-2，表-3 より神田川と日本橋川の分流率

は，総流出量では平均すると 65％：35％であり，

ピーク流量では平均で 69％：31％となり，総流出

量およびピーク流出量共にほぼ同様の分流結果と

なっている．これらの分流率は，本河川の河川計

画流量配分率である 58％：42％に比べ，日本橋川

への分流率が１割程度小さくなっている．次に図

-3 に一例として、洪水イベント No.2 の河川流出

量時系列を示す．図-3 には，日本橋川近くの大手

町の東京管区気象台における時間降水量を併記し

ている．この図より神田川の流出量はピーク流出

量を含め，概ね常に降雨流出時には日本橋川への

流出量より大きな値となっている． 

5. むすび 

 本研究では，洪水イベント時の神田川下流域お

よび日本橋川における河川流出量の分流特性につ

いて検討を行った．その結果，洪水時の神田川と

日本橋川の分流率は総流出量およびピーク流出量

共に，平均的におよそ 7：3 であることが示された．

これらは，河川計画上の流量配分率である 58％：

42％に比べ，日本橋川への分流率が 1 割程度小さ

くなっていることが示された．  
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図－3 洪水イベント No.2 河川流出量時系列 
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図－2 日本橋川西河岸橋におけるにおける 

河川流量および河川流出量 
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